


　平成14年度～17年度に川西市が実施した調査で、
国崎クリーンセンター周辺に約60個の間歩が確認
されました。このことは、ここで鉱石の採掘が活発に
行われていたことを示しています。
　間歩で採掘するために多くの人々が働き、暮らしてい
たことでしょう。労働や生活のために燃料の木炭も大量
に作られていたと考えられます。高温で燃える燃料
「マツ炭」の材料アカマツは、日本の里山を代表する樹木

のひとつですが、国崎の里山にも数多く分布しています。
　また、国崎地域は豊臣秀吉や千利休も愛用した
茶道用の「池田炭」の一大産地でした。その名残からか
国崎の里山では「池田炭」の材料であるクヌギも多数
分布しています。太い株を残して枝を伐採し毎年若い
枝を育てることでできる不思議な形の「台場クヌギ」も
残されています。
　間歩跡やアカマツ・クヌギの分布に、ここが人々の
暮らしと密着した豊かな里山であったことが思い起こ
されます。

国崎の間歩と里山
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国崎クリーンセンター「石のセミナー」

日本有数のエドヒガン群生林

台場クヌギ
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